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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　版胴と、
　印刷材料である巻き取り紙の第１の面に印刷するブランケット胴と、
　動作位置と非動作位置の間を移動可能であり、前記動作位置では前記版胴と接触し、前
記非動作位置では前記版胴から離れている、前記版胴にインキ着けするインキ装置と、
　版作動ユニットとを有しており、
　前記版作動ユニットは、前記インキ装置が前記非動作位置にあるときに、前記版胴の版
を交換するか、又は版胴に画像形成するために、前記インキ装置の前記動作位置に配置可
能であり、且つ前記インキ装置が前記動作位置に移動する場合に、前記インキ装置に接触
しないように移動可能である、
　印刷ユニット。
【請求項２】
　前記版作動ユニットは版自動交換機である、請求項１に記載の印刷ユニット。
【請求項３】
　前記版作動ユニットは直接画像形成装置である、請求項１に記載の印刷ユニット。
【請求項４】
　前記インキ装置は、回転可能な複数のインキ着けローラを含む、請求項１に記載の印刷
ユニット。
【請求項５】
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　前記インキ着けローラのうちの少なくとも１つは、前記動作位置で前記版胴に接触する
、請求項４に記載の印刷ユニット。
【請求項６】
　中央フレーム部と、前記中央フレーム部に対して移動可能な第１のフレーム部をさらに
有し、前記版胴と前記ブランケット胴は前記中央フレーム部に回転可能に支持され、前記
インキ装置は前記第１のフレーム部に取り付けられている、請求項１に記載の印刷ユニッ
ト。
【請求項７】
　第２の版胴と、前記巻き取り紙の第２の面に印刷する第２のブランケット胴と、第２の
動作位置と第２の非動作位置の間を移動可能であり、前記第２の動作位置では前記第２の
版胴に接触し、前記第２の非動作位置では前記第２の版胴から離れている、前記第２の版
胴にインキ着けする第２のインキ装置と、前記第２のインキ装置が前記第２の非動作位置
にあるときに、前記第２のインキ装置の前記第２の動作位置に移動可能な第２の版作動ユ
ニットとをさらに有する、請求項１に記載の印刷ユニット。
【請求項８】
　中央フレーム部と、前記中央フレーム部に対して移動可能な第１および第２のフレーム
部をさらに有し、前記版胴と前記ブランケット胴と前記第２の版胴と前記第２のブランケ
ット胴は前記中央フレーム部上に回転可能に支持され、前記インキ装置は前記第１のフレ
ーム部上に支持され、前記第２のインキ装置は前記第２のフレーム部上に支持されている
、請求項７に記載の印刷ユニット。
【請求項９】
　前記第１および第２のインキ装置のそれぞれは、回転可能なインキ着けローラをそれぞ
れ有する、請求項７に記載の印刷ユニット。
【請求項１０】
　前記第１の版胴用の湿しユニットと、前記第２の版胴用の第２の湿しユニットをさらに
有する、請求項７に記載の印刷ユニット。
【請求項１１】
　前記版胴用の湿しユニットをさらに有する、請求項１に記載の印刷ユニット。
【請求項１２】
　胴およびローラのうちの少なくとも１つの取り外しを補助する、上方に位置する少なく
とも１つの昇降機をさらに有する、請求項１に記載の印刷ユニット。
【請求項１３】
　前記版胴と第２の版胴は水平な面を形成している、請求項３に記載の印刷ユニット。
【請求項１４】
　版作動ユニットがインキ着けユニットと接触しないように、前記版胴の外周面の第１の
位置から移動し、前記第１の位置で前記インキ着けユニットによって前記版胴にインキ着
けする工程と、前記インキ着けユニットを前記版胴と接触しなくなるように移動させる工
程と、前記版作動ユニットを、前記外周面の第１の位置で前記版胴と近接するように移動
させる工程と、前記版作動ユニットを用いて、前記版胴上で版の作動を行う工程とを含む
、版胴上で作動を行う方法。
【請求項１５】
　前記版作動ユニットは直接画像形成ユニットである、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記版作動ユニットは版交換機である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　版胴と、印刷材料である巻き取り紙の第１の面に印刷するブランケット胴と、動作位置
と非動作位置の間を移動可能であり、前記動作位置では前記版胴と接触し、前記非動作位
置では前記版胴から離れている、前記版胴にインキ着けするインキ装置と、前記インキ装
置が前記非動作位置にあるときに、前記インキ装置の前記動作位置に配置可能で、且つ前
記インキ装置が前記動作位置に移動する場合に、前記インキ装置に接触しないように移動
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可能な版作動ユニットとを含む第１の印刷ユニットと、第２の版胴と、印刷材料である前
記巻き取り紙の前記第１の面に印刷する第２のブランケット胴と、第２の動作位置と第２
の非動作位置の間を移動可能であり、前記第２の動作位置では前記第２の版胴に接触し、
前記第２の非動作位置では前記第２の版胴から離れている、前記第２の版胴にインキ着け
する第２のインキ装置と、前記第２のインキ装置が前記第２の非動作位置にあるときに、
前記第２のインキ装置の前記第２の動作位置に配置可能で、且つ前記インキ装置が前記第
２の動作位置に移動する場合に、前記インキ装置に接触しないように移動可能な第２の版
作動ユニットとを含む、前記第１の印刷ユニットの上方に位置する第２の印刷ユニットと
を有する、垂直積み重ね型の印刷機。
【請求項１８】
　中央フレーム部をさらに有し、前記版胴と前記第２の版胴は前記中央フレーム部に支持
されている、請求項１７に記載の印刷機。
【請求項１９】
　前記中央フレーム部に対して移動可能な第１のフレーム部をさらに有し、前記インキ装
置と前記第２のインキ装置は前記第１のフレーム部に支持されている、請求項１８に記載
の印刷機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、概して印刷機に関し、特に、脚輪のついたインキ着けユニットを有する印刷ユ
ニットに関する。
【０００２】
【従来の技術】
米国特許第5,025,726号には、サテライト型印刷機用のインキ装置が、クラッチ解除位置
にあるときには印刷機から自動的に取り外し可能で、クラッチ作動命令を受けたときには
印刷機に自動的に接続される、インキ装置が移動可能なタイプの印刷機が開示されている
。この印刷機の版胴には、従来通りの方法で版の取り付けまたは交換が行われている。
【０００３】
　米国特許第５，６４０，９０６号には、水平方向に移動可能なフレーム部に支持されて
いる、ブリッジ状の複数の印刷ユニットを垂直方向に重ねて用いる、短い多色の巻き取り
紙輪転印刷機が開示されている。複数のインキユニットは、共通のフレーム上をそれぞれ
の版胴と一緒に移動する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、必要最小限の空間で容易に版胴に画像を形成できる印刷ユニットを提供
することにある。
【０００５】
　本発明の他の目的は、垂直積み重ね型の印刷ユニットで容易に画像形成できるようにす
ることにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　したがって、本発明は、版胴と、巻き取り紙材の第１の面に印刷するブランケット胴と
、動作位置と非動作位置の間を移動可能であり、動作位置では版胴と接触し、非動作位置
では版胴から離れている、版胴にインキ着けするインキ装置とを有する印刷ユニットを提
供する。版作動ユニットが、インキ装置が非動作位置にあるときに、インキ装置の動作位
置に移動可能である。
【０００７】
例えば画像形成装置または版自動交換機であってもよい版作動ユニットは、インキ装置が
非動作位置にある間に、版胴上で作動を行うことができる。印刷ユニットが垂直に積み重
ねられた状態またはその他の状態で使用される際に、版胴上の同じ領域がインキ着けと版
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の取り付けまたは交換の両方の役目のために用いられるので、版胴の周りの、インキ着け
と版の取り付けまたは交換のための空間の大きさを小さくすることができる。
【０００８】
ここで言う「版胴」はあらゆる画像形成ユニットを含み、取付可能な、平らな、またはス
リーブ状の版を有する版胴を含んでもよく、直接画像形成可能な胴を含んでもよい。版胴
が平らな版とともに用いられる場合、版作動ユニットは、版を自動的に取り付けまたは交
換する機構であるのが好ましく、版胴が直接画像形成可能である場合、版作動ユニットは
、例えば版胴に画像形成するためのレーザを含んでもよい画像形成装置であるのが好まし
い。
【０００９】
インキ装置は複数のインキ着けローラを有するのが好ましく、引用によってここに含まれ
る米国特許第5,025,726号に開示されているのと似た方法で、キャリッジ上を移動しても
よい。
【００１０】
版胴とブランケット胴は、中央のフレーム部に回転可能に取り付けられているのが好まし
く、インキ装置は、中央のフレーム部に対して移動可能な第１のフレーム部に取り付けら
れている。
【００１１】
好ましくは、印刷ユニットは、第２の版胴と、巻き取り紙の第２の面に印刷する第２のブ
ランケット胴と、第２の版胴にインキ着けする第２のインキ装置とをさらに有し、第２の
インキ装置は、第２の動作位置と第２の非動作位置の間を移動可能であり、第２の動作位
置では第２の版胴に接触し、第２の非動作位置では第２の版胴から離れている。第２の版
作動ユニットが、第２のインキ装置が第２の非動作位置にあるときに、第２のインキ装置
の第２の動作位置に移動可能である。
【００１２】
版胴、ブランケット胴、第２の版胴、および第２のブランケット胴は全て、中央フレーム
部に回転可能に支持されていてもよく、第２のインキ装置は、中央フレーム部に対して移
動可能な第２のフレーム部に支持されていてもよい。
【００１３】
インキ装置はインキ着けローラを有し、インキ着けローラのうちの少なくとも１つは、イ
ンキ装置が動作位置にあるときに版胴に接触するのが好ましい。第２のインキ装置も第２
のインキ着けローラを有し、第２のインキ着けローラのうちの少なくとも１つは、第２の
インキ装置が動作位置にあるときに第２の版胴に接触するのが好ましい。
【００１４】
版胴用の湿しユニットが中央フレーム部に接続されていてもよく、同様に第２の版胴用の
第２の湿しユニットも中央フレーム部に接続されていてもよい。あるいは、両湿しユニッ
トは、移動可能な第１または第２のフレーム部に接続されていてもよく、そうすると、各
インキ着けユニットと一緒に各動作位置の一部を形成すると考えられる。
【００１５】
上方に位置する昇降機が、胴またはローラの取り外しを補助するために設けられていても
よい。
【００１６】
版胴と第２の版胴は同じ水平面内にあるのが好ましい。
【００１７】
版胴とブランケット胴は、共通の駆動モータによって、または２つの別個の駆動モータに
よって駆動されてもよい。さらに、ブランケット胴と第２のブランケット胴は共通の駆動
モータによって駆動され、版胴と第２の版胴のそれぞれは別個の駆動モータによって駆動
されてもよい。インキ装置は、版胴またはブランケット胴の駆動モータのうちの１つによ
って駆動されてもよい。複数のインキ装置を、少なくとも１つの別個の駆動モータによっ
て駆動することもできる。
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【００１８】
移動可能なサイドフレーム、すなわち第１のフレーム部と第２のフレーム部のための、可
動部を支持するレール装置を備えた例えばモータ駆動機構などの脚輪のついた機構を設け
るのが好ましい。さらに、可動部を車輪などで動かして離れさせるためにリニアモータを
用いることができる。
【００１９】
ブランケット胴は、第２のブランケット胴と共に、巻き取り紙に両側から印刷するように
働いてもよく、または、圧胴と共に、巻き取り紙に片側のみから印刷するように働いても
よい。
【００２０】
　本発明は、版胴の第１の外周位置でインキ着けユニットによって版胴にインキ着けする
ステップと、インキ着けユニットを版胴と接触しなくなるように移動させるステップと、
第１の外周位置において版胴上で作動を行うために版作動ユニットを移動させるステップ
とを含む、版胴上で作動を行う方法も提供する。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００２２】
図１は、それぞれが本発明の好適な実施形態である４つの印刷ユニットを有する巻き取り
紙オフセット平版印刷機の側面図である。各印刷ユニットは、筒状の版であっても、また
は直接画像形成できるものであってもよいが、少なくとも１つの平版オフセット版のため
の割れ目を備える、第１の版胴１を有している。第１のブランケット胴２が、それに取り
付けられる、軸方向に取り外し可能な、または平らなブランケットを有している。第２の
ブランケット胴１２が、巻き取り紙１０が通過するニップを、第１のブランケット胴２と
で形成している。第２の版胴１１が、第２のブランケット胴１２に画像を形成するために
設けられている。
【００２３】
ブランケット胴２，１２と版胴１，１１は、中央フレーム部５に回転可能に支持されてい
る。昇降機２０が、胴１，２，１１，１２のうちの１つまたは２つ以上の取り外しを補助
するために設けられていてもよい。
【００２４】
インキ着けユニット４と１４をそれぞれ支持する第１のフレーム部６と第２のフレーム部
８が、中央フレーム部５に対して移動可能である。インキ着けユニット４は、複数のイン
キローラ３を有し、第１のフレーム部６を中央フレーム部５に向けて移動させることによ
って少なくとも１つのインキローラ３が版胴１と接し、それによってインキ着けユニット
４の動作位置が定まったとき、版胴１にインキを着ける。インキ着けユニット１４は、同
様に版胴１１にインキ着けするインキローラ１３を有している。
【００２５】
図１は、非動作位置にあるインキ着けユニット４，１４を示している。この位置で、本実
施形態では版自動交換装置である版作動ユニット９が、インキ着けユニット４の動作位置
に位置している。したがって、版胴１上の平らな版を取り替えることができる。版作動ユ
ニット１９が、例えば、直接、画像形成可能な版胴であってもよい版胴１１上に画像を書
き込むレーザ画像形成装置であってもよい。しかしながら、一般的には、版作動ユニット
９と１９は同じ装置であり、例えばどちらもレーザ画像形成装置である。さらに、脚輪の
ついた第１のフレーム部６と中央フレーム部５の間に空間があるために、印刷機の操作者
は、例えば胴やローラの保守作業や取り替えのために、版胴１とインキ着けユニット４の
いずれにも容易にアクセスできる。この作業は昇降機２０によって補助することができる
。
【００２６】
図２は、それぞれ版胴１と１１に接しているインキ装置（インキ着けユニット）４と１４
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を示している。湿しユニット３０，３２（図５参照）が、各版胴１，１１のために設けら
れていてもよく、中央フレーム部５（図１参照）または可動側部（第１および第２のフレ
ーム部）６，８に接続されていてもよい。
【００２７】
図２に示す位置において、版胴１および１１上の画像はそれぞれブランケット胴２，１２
に転写され、それから巻き取り紙１０の両面に転写される。このように、インキ装置４と
１４は動作位置にあり、版作動ユニット９，１９は版胴１と１１から離れて位置している
。版作動ユニット９，１９は、例えば、中央フレーム部５に支持されていてもよく、非動
作位置になるようにインキ装置４，１４の上方、下方、または側方に離れて位置していて
もよい。このように、版作動ユニット９，１９は、有利には、空間が得られる非動作位置
に格納され、各版胴１，１１の表面のすぐ近くに設置される必要はない。版作動ユニット
９，１９は、各インキ装置４，１４の動作位置と対応するそれぞれの動作位置へ、駆動ユ
ニットを用いて、揺動させてもよく、または直線移動させてもよい。
【００２８】
インキ装置４，１４はこの後、図３と４に示すように、各版胴１，１１から離れて非動作
位置に移動させてもよい。版作動ユニット９と１９は次にそれぞれインキ装置４，１４の
もとの動作位置に移動させられる。版作動ユニット９，１９は、インキ装置４，１４が版
胴１，１１に対して作用したのと同じ外周位置において、版胴１，１１上で作動を行うこ
とができる。ここで言う「同じ外周位置」は、脚輪のついたインキ装置４，１４とそれぞ
れ版胴１，１１の間の空間内または該空間のすぐ近くの使用可能な位置で、版作動ユニッ
ト９，１９が版胴１，１１に作用する位置である。
【００２９】
版作動ユニット９，１９が、例えば版胴１，１１上の画像を変えることによって、それぞ
れ版胴１，１１上での作動を終了した後、図５と図６に示すように、版作動ユニット９，
１９は引っ込められる。インキ装置４，１４はこの後、版胴１，１１とそれぞれ接する動
作位置に移動することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の印刷ユニットを有する巻き取り紙印刷機の側面図である。
【図２】動作位置と非動作位置の間のインキ着けユニットの動作を示し、インキ着けユニ
ットが動作位置にある状態の、本発明の印刷ユニットの側面図である。
【図３】動作位置と非動作位置の間のインキ着けユニットの動作を示し、インキ着けユニ
ットが非動作位置にある状態の、本発明の印刷ユニットの側面図である。
【図４】動作位置と非動作位置の間のインキ着けユニットの動作を示し、インキ着けユニ
ットが非動作位置にある状態の、本発明の印刷ユニットの側面図である。
【図５】動作位置と非動作位置の間のインキ着けユニットの動作を示し、インキ着けユニ
ットが非動作位置にある状態の、本発明の印刷ユニットの側面図である。
【図６】動作位置と非動作位置の間のインキ着けユニットの動作を示し、インキ着けユニ
ットが動作位置にある状態の、本発明の印刷ユニットの側面図である。
【符号の説明】
１　　　第１の版胴
２　　　第１のブランケット胴
３　　　インキローラ
４　　　インキ着けユニット（第１のインキ装置）
５　　　中央フレーム部
６　　　第１のフレーム部
８　　　第２のフレーム部
９　　　版作動ユニット
１０　　巻き取り紙
１１　　第２の版胴
１２　　第２のブランケット胴
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１３　　インキローラ
１４　　インキ着けユニット（第２のインキ装置）
１９　　第２の版作動ユニット
２０　　昇降機
３０　　湿しユニット
３２　　第２の湿しユニット

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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